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治療は希望 されなかった.
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l 剖検にて確定診断が得られた高齢者 gliosar-

eomaのI別
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高齢 者脳腫癌の剖検後に,gliosarcomaの所見

が得られた-一例を報箆する,

症例は84歳,男性.8年前に脳挫傷,急性硬膜下

血腫にて当村入院.保存的に加療 され,左側頭一

頭噴薬に低吸収域が残存 していた.

2006年より認知症状が徐々に悪化.CTにて前

回の病変に隣接する部位に低吸収域を認めた.外

来で経過観察 していたが,徐々にdensityが変化

し,造影 CT,MRIにて脳腫壕 と診断 され当科入

醍.入院後,脱水症状,肺炎をきたして全身状態

が悪化 し,家族はさらなる治療を希望 されず,衣

眠 された.

剖検所見では,左後頭葉と右前頭葉に脳挫傷を

認めた.腫癌は正常脳との境界が明瞭で,脳室と

の交通はなく,glioma,sarcoma両方のcompo-

nentがみられ,cytokeratin,SMA陽性,MIB-1

陽性細胞多数.以上よりgliosarcomaと診断 した.

【問題点】本例は画像上不均 --.なリング状の造

影効果を認めたため,当初glioblastomaと考えて

いた.本膳塙の発生は何に由来するものか,また

8午前の頭部外傷に隣接する部位であるため , こ

の関連についてどのように考えるか,ご検討 い た

だきたいと思います.

2 Meningiomaの姉妹発症例について
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家族性に発症 した髄膜腫の報IElは,NF-2の症

例を除くとほとんどなく,その関連もいまだ明ら

かではない.今回われわれは,姉妹に発症 した

Meningiomaについて報空け る.

〔症例〕姉67歳.1995年2畑二意識消朱発作で

発症 し,当科受診.右前頭葉に大きな腺癌を認め,

当村入院後全摘出術施行.組織診断はfibroblastic

meningiomaであった.以後 12年間再発なく経過

している.妹 65歳.2006年より左上肢の しびれ

あり,徐々に増強したため2007年6日30日当村

受診.MRⅠにて 右 頭 頂 葉 に 直 径 約2cmの腫癌を

認めた.

経過観察ののち ,本 人 , 家 族 の希望あり全摘出

術を施行 した.組織診断はfibroblasticmenin一

giomaであった.

【問題点】病理組織標本を供覧いたします.この

姉妹に発症 したmeningiomaの共通点および,今

後の検査方法について,ご検討のうえ,ご教示い

ただきたいと思います.


